データから見る性差：マラソンと小学生の学力試験から

早川尚男(京都大学基礎物理学研究所)

§１．はじめに

　性差の科学はタブーを扱う科学である。従って用心深い科学者は発言を避け、そのために嘘がまかり通るという悪循環があるという印象がある。実際、性差を論じることが何の役に立つのか分からない面もある上に、性差を認めることで生じる社会的不利益はかなり大きい。このことは人種間の差を論じることが優生学に繋がるという懸念と共通のものである。従って、陸上競技で初めて1マイル4分の壁を破り、高名な生理医学者でもあったサー・ロジャー・バニスター(英)がある会合で(誰から見ても明らかな)アフリカンランナーの生理的優位性に触れた後に袋叩きにあった事件[1]と一脈通じるものがある。

　しかし、現状はあまりにも嘘が流布しており、それを信じて、二次的に嘘を拡大再生産しているきらいがある。社会的影響のない場であれば、嘘を嘘として常識を常識として認める場を提供するのは悪くないであろう。

　本稿では、マラソンの記録更新の男女比較と進学塾に通う小学生のテスト結果の比較から明らかになってくる性差を紹介する。あくまでデータとして提示するのであって、そこから特別な結論は誘導するつもりはない。
§２．陸上競技におけるランニング競技の世界記録の変遷
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ここで陸上競技におけるランニングの記録を取り上げるのはJ. ニコルソン「男は女より頭がいいか」(講談社ブルーバックス)[2]等に見られる悪質な嘘、女子マラソンの記録がいずれ男子マラソンの記録を抜くという妄言を糾弾するためのものである。そこで挙げられているデータの多くは恣意的なものであり、例えばマラソン以外の陸上ランニング記録の更新ペースが女子の方が急だからいずれどの種目の記録水準も追いつくという呆れた、あり得ない議論を行っている。よく知られているように女子陸上競技の世界記録の殆ど全ては80年代(一部は中国勢による90年代初頭のものがある)のドーピング全盛期のものである。今の水準は落ちるだけ落ちて、70年代中葉の記録水準まで落ちている。（例えばニコルソンの図に対応した競技の女子世界記録と21世紀での最高記録を比較すると200はF.グリフィス・ジョイナーの21：34(1988)に対しアリソン・フェリックスの21：81(2007)=歴代パフォーマンス26位、400はマリタ・コッホの47.60(1985)に対してサンヤ・リチャ－ズの48.70(2006)＝歴代パフォーマンス16位、800はJ.クラフトビロバの1．53.28(1983)に対してチェプラクの1．55.19(2002)＝歴代パフォーマンス12位、1500は曲雲霞の3．50.46(1993)に対してアイハンの3．55.33（2003）＝歴代パフォーマンス15位に過ぎない。また21世紀に入ってもドーピング疑惑は絶えない）。言うまでもないが、男性ホルモンを投薬するだけで良い女子においてドーピングの効果は顕著であり、東側(東独、ソ連、チェコ、中国等)で国家ぐるみで行われていたのは周知のことである。一方で男子の記録更新は90年代以降も地味ながら着実に行われていることと比較して著しい対比をなす。従って90年代以降、男女の記録差は開く一方であり、ニコルソンの著書と全く逆の結論を導くことが可能になっている。
そもそも坂東等が指摘している通り、ニコルソンの図そのものが正しいのかどうかに疑問がある。実際、坂東等が気づいた通り女子800はアムステルダム五輪(1928)以降、五輪では東京五輪(1964)まで行われていないし、アムステルダムの折の記録はもっと良い（2位の人見で秒速5.82m=分速349m）。更に女子400,1500はそれぞれ東京五輪とミュンヘン五輪（1972）から行われた新しい競技であり、古い年代にデータが残っているのは不自然である。更に戦前の200mは直走路で行われるのが通例になっており、曲走路のデータと区別する必要があるが、その補正をした様子もない。更に図からは戦争の影響も見られず、五輪競技として採択された間際の大きな記録の伸びや、成熟期に見られる記録の停滞もなく一直線に記録が伸びているのは不自然である。そこで、その正否をチェックするためにIOCのサイト[3]から世界記録変遷史を調べ直したのが下の図である。ここで男子200ｍの戦前の記録は直走路のものであり、IOCの記録変遷には掲載されていない。また通例にならって100m, 200mは手動計時を+0.24秒、400mは手動計時を+0.14秒足して電気計時の記録と比較した。手動計時から電気計時に移るときに結果として記録が大きく伸びており、この換算はオーバーエスティメートである可能性は否定できないことをコメントしておく。
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上の図が世界記録の正しい変遷史である。付録2(§７)での日本記録の変遷史に比べて顕著ではないといえ、第2次大戦の影響は窺える。また競技黎明期の急激な伸びとその後の鈍化というのが一般的な特徴である。また男子での60年代の記録の伸び、女子での70年代後半から80年代にかけての伸びが顕著であることも分かる。但し女子の70年代後半からの伸びは全面的にドーピングの影響であったことは今では常識となっていることは既に述べた通りである。またニコルソンの図とは異なり女子1500や男子200の昔のデータはなく、彼の著書のデータの信用性は乏しいと言えよう。女子マラソンにおいても85年から98年まで記録の更新がなかったことが強く印象づけられる結果である。従ってニコルソンの図は解釈や外挿の妥当性だけでなくデータそのものの正当性もないと言って差し支えないだろう。
因みに女子記録の男子記録への達成率は100,200,400,800,1500,マラソンのそれぞれが92.58%, 90.53%, 90.71%, 89.25%, 89.42%, 91.86%であり、(ドーピングが決定的な)１００mのジョイナーの記録が突出している。またラドクリフのマラソンの記録の水準の高さも際立ったものになっている。後は概ね90％前後である。世界女子記録の達成率は日本女子記録の達成率より高めとなっている。

§３．男女マラソンの記録変遷史から見る性差

90年代以降、陸上競技の女子記録が停滞する中で女子マラソン90年代以降(特に21世紀に入って)も記録更新が続いている稀有な種目である。他の陸上競技の女子の世界記録の水準が日本男子の中学記録以上と高校記録未満となっているのに比べても高い水準にあり、女子選手に向いた競技であるという説も頷けないものではない。そこでもニコルソンより緻密にデータ解析をすることによって女子マラソンの記録は男子マラソンのそれと比べてどのように変化してきたかを説明したいと思う。
§3.1　男子マラソンの記録の変遷
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図はマラソンの男子の記録変遷を示している[4,5]。データとしては1958年のポポフ(ソ連)の２時間１５分１７秒の世界記録から後のものである。男子1位の記録は天才的ランナーの出現によって影響を受けやすく全体の傾向を見るのには適切ではない。一方、年度ランキング10位の記録を見れば順調に記録が伸びていることが分かる。ラフに言って1970年頃のランキング10位が2時間14分前後であったのが現在は2時間7分程度になっており、40年に7分、つまり1年あたり10秒程度ずつ伸びている。[6]
ここで男子マラソンの歴史についての概略を説明しよう。よく知られているのは1960年のローマ五輪でのアベベ・ビキラ（エチオピア）の世界記録２時間１５分１６秒２からであろう。それが６３年に寺沢徹（クラレ）によって０秒４更新されて、その年のうちに２時間１４分２８秒まで記録が伸びた。翌年の東京五輪でアベベが２時間１２分１１秒２という驚異的世界新記録が出た。翌年に重松森雄が２時間１２分を記録した後、６７年にデレク・クレイトン(豪州)が２時間９分３６秒４という大記録を残した。６０年からすると僅か７年程で５分４０秒程の記録更新があったことになる。クレイトンが６９年に２時間８分３３秒６まで記録を伸ばした後に記録の伸びは停滞した。６０年代のマラソンをリードしたのは日本であった。記録の上位リストに日本選手が並ぶのは勿論、ボストンマラソン等国際大会での上位独占は珍しくなかった。マラソンの世界選手権として国際マラソンが６６年から毎年福岡で行わるようになったことや東京、メキシコの両五輪でメダルを取ったことも偶然ではなかった。日本人以外では英連邦諸国、特に英、豪、ニュージーランド、カナダあたりの白人選手の活躍が目立った。むしろ五輪でのエチオピア選手（アベベやマモ・ウォルデ）の活躍が例外的であった。
８０年代に入ってクレイトンの記録がようやく更新されるに至った(８１年のロバート・ド・キャステラ(豪州)の２時間８分１８秒)。その後、84年にスティーブ・ジョーンズ(英)の2時間8分5秒、８５年にカルロス・ロペス(ポルトガル)による２時間７分１２秒を経て８８年にエチオピアのデンシモによって２時間６分５２秒まで伸びたが、その伸びを牽引したのは選手のプロ化とペースメーカーの設定や平坦なコースの選択等による要因が大きいと思われる。また７０年代のアメリカ選手（フランク・ショーター、ビル・ロジャース等）の活躍を経て、８０年代は旧来盛んでなかったヨーロッパ諸国の選手(ロペス等)やアーメド・サラ等のジブチ勢の活躍が目立ち、全世界的に選手層が広がっていった印象がある。
９０年代に入って高速マラソンではアフリカ勢、特にケニア勢が席巻するようになった。2007年の年末の時点で、歴代パフォーマンスの100傑の過半数がケニア人で占められ、エチオピア、モロッコ等を含んだアフリカ人で8割程度を占めるようになった。[4]　(因みに非アフリカ人最高記録は日本の高岡寿成による2時間6分16秒であり、歴代9位タイ、歴代パフォーマンス13位タイである。また100傑以内の日本人の記録は4回ある)。 世界記録も当然のようにモロッコ、ケニア、エチオピアの著名選手によって更新されるようになり、現在の記録2時間4分２6秒はエチオピアのハイレ・ゲブレシラシエ(アトランタ、シドニーの両五輪で10000を連覇し、5000でも世界記録を何回も更新した)によって記録されている。
今後の記録の伸びはどうなるのであろうか。マラソンはまだ順調に記録が伸びている種目であるが、陸上競技の他種目はドーピング全盛だった80年代をピークに記録が低下しており、マラソンもこれ以上の記録の更新は難しいかもしれない。それを窺わせるのは日本やヨーロッパの記録水準が80年代のそれと大差がなく、記録の限界まで来ていることである。人種的ポテンシャルのあるケニア人やエチオピア人の参入によって記録が順調に伸びてきたが、ゲブレシラシエ（や前世界記録保持者のポール・テルガト(ケニア)：いつも10000での大レースではゲブレシラシエと大接戦を演じ銀メダル、10000で世界記録を作ったことや世界クロスカントリー選手権5連覇の偉業が光る）程の10000mランナーは殆どおらず、マラソンの世界記録を更新するためのスピードの必要性を雄弁に物語ると同時に、限られた高速ランナーのみが世界記録更新に挑むことが可能になっている。

§3.2女子マラソンの記録変遷

女子マラソンは歴史が浅く、70年代では素人ママさんランナーが世界的大会で優勝できる程度であり、記録更新はたやすかった。その女子マラソンを競技マラソンにたらしめたのはグレテ・ワイツ（ノルウェー）であった。もともとヨーロッパ有数のトラックランナーであった彼女は初めて走ったマラソンで従来の世界記録を2分程更新した。

翌79年が女子マラソン元年と呼ぶに相応しい年であった。実際、IOCの理事会で84年ロスアンゼルス五輪での女子マラソンの実施が決まり、東京で初めて女子だけのマラソン大会が開かれた。またワイツがNYCマラソンで2時間27分33秒を記録し、30分の壁を切ったことが競技マラソンの道を拓いた。図は翌80年からの年度別のランキング1位と10位の記録の変遷を図示したものである。[5,7]
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図から分かることは最初の5年(85年まで)の伸びとそれからの停滞、それから21世紀初頭の急な伸びとまたあった停滞である。世界記録を見ても85年にイングリッド・クリスチャンセン（ノルウェー）が記録した2時間21分06秒は未だに歴代パフォーマンス22位にあり、それが更新されたのはようやく98年のことであった。一方、21世紀に入ってから2001年に高橋尚子が初めて20分の壁を破った一週間後にキャサリン・ヌデレバ(ケニア)が更に1分更新(今も歴代2位、パフォーマンス4位)を記録した。それからポーラ・ラドクリフ（英）が登場し、立て続けに好記録を出し、世界記録を2時間15分25秒(2003)まで伸ばした。この記録水準は男子のローマ五輪当時のアベベの世界記録に匹敵する。

しかし歴代2位に3分以上の差をつけているラドクリフの記録は突出しており、女子の記録水準の向上を図るのには適切ではない。男子にならってランキング10位の記録の変遷を見ると80年に2時間35分6秒であったランキング10位が85年には2時間28分36秒まで伸びている（１年あたり1分半の伸び）が、その後の伸びは鈍化しており、2007年のランキング10位は2時間24分43秒(最も良かったのは2002年の2時間22分46秒)に過ぎず、22年で約4分（1年あたり10秒強の伸び、1985年から2002年で見れば1年あたり20秒程度の伸び）、ここ5年は大幅に低下している程である。少なくとも男子と比べて著しい伸びがある訳ではない。
§3.3　男女の記録変遷の違い

[image: image6.emf]マラソン記録の変遷（1980-）
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図は80年以降の男女の記録変遷を同じ図にまとめたものである。確かに男子の記録の伸びに比べて女子の記録の伸びは急である。しかしそれは競技としての未成熟さを表しているに過ぎない。そのことはランキング1位と10位の大きな差と薄い選手層を見れば明瞭であろう。女子の記録水準が80年代後半から90年代後半まで10数年にわたって停滞していたことを思い出して欲しい。また2003年以降、また記録が停滞しているが一過性のものかどうかは俄かに判断し難い。しかしラドクリフやヌデレバといった突出した選手の後継者が現れていないことから今後の記録更新は暫く見込めず、ランキング10位の記録も長期的停滞は避けられそうもない。
女子マラソンの記録更新のペースは男子に比べて必ずしも早くない。実際、女子のワイツの79,80年あたりの記録に相当する世界記録は戦前1935年に孫基禎(日本、但し韓国人)が出した２時間２６分４２秒０であり、女子の現記録に相当するポポフの記録が出た1958年までに戦争を挟んでも僅か23年しか経っておらず、女子の記録更新レベルと変わらない。或いは戦後最初の記録更新であった1952年のピータース(英)の２時間２０分４２秒２から1969年のクレイトン(豪)の2時間8分33秒６までは僅か17年で約12分も更新されており、女子の記録更新のペースより早い程である。
これまで見てきたように80年代前半に言われていたような女子マラソンの記録が男子マラソンのそれを抜く日が来るというのはあり得ない妄言である。いくらラドクリフの記録が突出していても男子から見ると平凡な記録であり、日本だけでも年間数十人が上回る記録である。（2004年は44人、2005年35人、2006年は29人である。段々日本男子の層が薄くなっているようだ）。一方で、女子では歴代パフォーマンス１00傑でのアフリカンの占有率は1/3程度であり、まだ本格的に女子マラソンが競技化していないことを窺わせる。男子で言えば70年代後半か80年代前半に対応しているのではなかろうか。或いはアフリカン女性のスポーツへの進出を阻む社会的要因があるのかもしれない。
§３．小学生の学力試験から

　男女によって脳の構造が異なる結果としてそれぞれの思考が異なる傾向にあることはもはや常識の類かもしれない。学習課程においても女子が国語を得意として、理数系(特に物理等)を苦手としていることは経験的によく知られていることである。しかし中学生以降で二次性徴が現れた後では社会的要因の影響を拭い難いので小学生の学力試験に焦点を当てて、実際に男女間で科目毎に成績の違いが現れるかを見てみたい。
　本稿では、平均的学力層とトップ層の間に傾向の違いがあるかをみるために京都の某塾での小５用の模擬試験（2007年実施）8回分での各科目の男女別平均値[7]と、小6用模擬試験(2003年実施)8回分の成績優秀者のリスト(概ね上位５％、一部上位１％のデータを示す)の各科目の男女比[8]を提示したい。これらは全受験者に配布したデータから著者が分析したものである。結論から言えば両者の傾向に大きな違いはなく、国語が得意な女子生徒と理数系の得意な男子生徒という常識的な結果が浮かび上がってくる。
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　さて、まず示したいのは小５用テストの国語と算数の男女別平均点の推移である。これらのテストの受験者数に多少のばらつきはあるもののラフに言って男子550（最小537人、最大559人）、女子450（最小440人、最大464人）の総計1000人(最小993人、最大1020人)のテストの結果である。図から明らかなように国語の成績で男子は一回も女子を上回ったことはなく、逆に算数では一貫して男子優位で平均点に顕著な差(第6回の算数では平均点に9.3点の男女差がある)が見られる。
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　理科はどうであろうか。図は理科のデータである。ここでもほぼ一貫して男子優位であるが第二回だけは女子の平均が上回り、第三回でも拮抗した結果を示している。一方、第8回は男子が平均9.4点もの大差をつけて優位に立っている。小５のテストでは学校での学習内容に対応して出題範囲が決まっている。その内容によってこの差が生まれたと考えるのが自然であろう。因みに第二回の出題は生物系（植物のつくり：第3回も生物系で植物と動物に関する出題）に限られており、第8回は容易に想像がつく通り物理分野(力学)からの出題であった。また7点あまりの差がついた第7回は化学分野と地学（気象）に関する出題であったことを申し添えておく。
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　社会も男子の優位は変わらないが、他の科目程顕著な差は見られず、男女が拮抗した成績を示していると言えよう。但し小5の社会では歴史(及び公民分野)が出題されず、ほぼ地理に限定されていることをコメントしておきたい。また最も男女が拮抗した第2回は、身近な暮らしに関する出題が含まれていることも予想を違えぬものであった。

　以上のデータから第二次性徴の現れる前の小学5年の段階で既に科目毎の得手、不得手には顕著な男女差が見られる。従ってボーボワールが言うような「女性は社会によって作られる」という主張は誤りであり、その差は生理学的なものであることを推定させるに足るものである。

  尚、小４のテストについても同様の解析を行った結果、小5での傾向と変わらず、（１）1回も男子の算数での優位、女子の国語での優位は覆らなかった。（２）5回のうち1回だけ理科で女子の成績が優れた結果があったが、理科、社会の他の回では若干とはいえ男子の平均が女子のそれを上回った。（３）5回分の平均として男子国語59.6、女子国語62.7、男子算数66.5、女子算数63.3、男子理科70.0、女子理科68.4、男子社会67.9、女子社会66.1であった。（４）男女の成績の差は小５のそれより小さい傾向がある、という結果を得た。
　次に2003年も8月末から12月初頭にかけて行われた小６の模試のデータを紹介しよう。全15回のうち7回は難関校向けと非難関校向けの試験が別立てになっていた。それらの試験では受験に直接結びつく問題となり、問題の難易度は格段に上がっていたが、男女差が比較できるように全熟生が受ける比較的難易度の低い共通問題8回分

に限定して紹介する。
　全体　　国語　　算数　社会　　理科

１回　　204.1   62.8   41.4   48.4    51.4

２回　　207.7   69.8   47.4   50.6    39.8

３回　　220.9   69.9   46.7   48.2    56.1

４回　　195.5   63.7   39.7   50.5    41.6

５回　　201.1   65.9   41.5   54.4    39.2

８回　　195.3   54.8   50.3   44.8    45.4

１１　　193.0   51.5   46.4   48.3    46.8

１４　　209.8   62.8   44.2   54.9    47.8

残念ながら各回の男女別平均点は公表されていない。全体の平均点は上の表に掲げる通りであり、残りの7回に比べれば易しいとはいえ、平均点の低さからかなり難しい問題であることは想像がつく。実際に中学受験を経験していない大人や大学生が受験しても満足のいく点が取れないことは請け合いである。また8回の延べ受験者数は7969人(1回あたり996人)であり、女子の延べ受験者数は6月の公開模試の実績から推定して約3600人(一回あたり450人)であり、小５の模試の規模と殆ど変わらない。
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　最初に示すのは国語の上位５％（各回の上位50傑以内）に占める女子の占有率である。その割合は約５６％であり、女性優位は動かない。因みに上位１％にしても占有率は約57%であり、殆ど傾向は変わらない。一方、右図は算数における上位１％の女子の占有率を示している。女子の占有率は16.7%に過ぎず、際立った差を示している。一方、上位５％にすると約22%になって、若干の改善が見られる。つまり準トップ層に女子の姿がちらほらと見られるようになる訳である。
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　次に理科の結果を見てみよう。ここでも上図のように男子の優位は動かない。女子の占有率は上位１％で25%、上位5%で約28%である。算数に比べて意外に差がつかなかったのは生物系の問題を女子が得意としているためと想像がつく。
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　興味深いのは社会の結果である。小5の平均点では顕著な差がなかった科目であるが、小6の上位層の結果では算数や理科以上に男女の成績差が大きくなった(上図)。実際、上位１％での女子の占有率は12.5%に過ぎず、上位5%にしても約16.8%に過ぎない。この差の由来は、想像するに、小6から始まる歴史分野と公民分野における男女の興味の違いではなかろうか。理数系以上の差があるというこの結果は今後の分析をするに足るものである。
　今回の研究会に向けて、たまたま手許にあった模擬試験のデータを使ったが、首都圏地盤で全国展開をしている塾には豊富なデータが眠っている筈である。そうしたデータをしっかりと分析すればより緻密な性差科学の研究に基礎データとなる筈である。またこうした性差が脳構造の何(脳梁の太さ？)に由来するのかを調べることは今後重要になってくるのではなかろうか。

§５．　まとめに変えて

　今回の研究会用に男女マラソンのデータと小学生進学塾の模擬試験のデータを用いて性差を論じてみた。前者では過去にふりまかれた嘘に対する反証用にある程度緻密なデータ解析をしてみた。今後、他の種目での解析も可能である。一方、学力試験の結果はよりデリケートな問題を含んでいる。今後の緻密な解析もさることながら、性差を認識した上でどのようにそれを今後の学習に生かすのか、或いはその事実を悪用されないように何をどう提言するのかを慎重に考えていく必要がある。

尚、竹市氏にはデータの使用についてご許可を頂き感謝している。但し本稿の二次使用には十分注意して欲しい。

§６．付録：　マラソンの歴史(書きかけ)
　マラソン記録の経年変化を論じる前にマラソンの歴史について簡単に触れておく必要がある。よく知られていることであるがマラソンはBC490年におけるアケメネス朝ペルシアとアテネを中心としたギリシア都市連合軍の間でのマラソンの戦いに由来する。その戦いでアテナイの名将ミルティアデスが奇策で撃退し、そのことをアテネまで伝えに行った兵士がアテナイの城門で「わが軍勝てり」と勝利を告げた後、力尽きて息を引き取ったという伝説に由来している。マラトンとアテネの間には２つのコースがありより北側の山がちのコースを取れば34.5km程であるが、アテネ五輪でも使われたコースを用いれば40.8km程である。どちらのコースを取ったのか諸説があるが40km程度の距離であったことは間違いない。このようにギリシアの歴史に非常に関係が深い競技である筈だが、古代オリンピックでマラソンに類する競技が行われた形跡はない。

　古代オリンピックの再現を目指し、クーベルタン男爵の提唱によって1896年に第一回近大オリンピックがアテネで開かれた。その折、マラトンの戦いの故事に因んでマラトンからアテネの競技場までのロードレースが開かれた。これがマラソン競技の始まりである（正確には五輪の選考レースがギリシア国内で開かれたのが最初のレースのようである）。第一回オリンピックにおける勝利者は地元ギリシアのS. ルイスでありタイムは２．５８．５０であった。しかしこのコースの距離は40kmであったことに注意しなければならない。

　初期のマラソンでは距離は固定しておらずおよそ40km程度のロードレースであった。現在の42.195km(26miles385yard)に固定されたのは第4回ロンドン五輪の後である。この五輪では当初ウィンザー城とロンドンの競技場間の25milesのコースでのマラソン競技を予定していたが、まず皇太子妃が子供にもスタートが良く見えるように要請し1mile伸び、更に王妃がロイヤルボックス前の良く見える場所でゴールするように要請したために更に385yard伸びたと言われている。このようにロンドン五輪でコース長が42.195kmになったのは全くの偶然による。しかしこのときのレースでイタリアのドラントが独走で競技場に入って来ながら、疲労のためか何度もゴール前で倒れ、結局は見かねた競技役員の助けでゴールしたために失格になったことが感動を呼んだ。（因みにドラントを助けた競技役員の一人がシャーロック・ホームズの生みの親であるコナン・ドイルであり、ドラントは興奮剤を使っていたと証言していたようである。つまりドーピングであった可能性が高い）そのためマラソン競走の距離は42.195kmと固定されるようになった。
§７．付録2：日本記録の変遷

世界記録の変遷史と比較するために手許にあった資料（陸上競技マガジン記録集計号2001の日本記録変遷史）に基づきその後の記録変遷を調べて作成した日本記録変遷史を作成した（但し日本陸連の記録公認ルールに従い100,200については手動計時に0.24秒、400については手動計時に0.14秒足したものをプロットしている）。日本選手の記録であれば人種間の能力差やドーピングの影響を受けにくいために世界記録の変遷史よりもある意味、正しく記録の向上を反映している面がある。
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これらの図からわかる通り、日本記録の伸びは一様ではなく、記録を線形に外挿するのは適切ではないことが分かる。特に戦争をはさんだ記録の停滞が世界記録のそれよりも大きい。また男子の中長距離はここ３０年に殆ど進歩がないことも分かる。男子短距離が近年急上昇したが、また長い停滞に入っている(男子100は98年から更新がなく、400は91年から更新がない)のも分かる。女子の方が記録の伸びているのは事実だが、既述の様に世界的に見ると大きく女子の記録は低下している。日本の女子記録の伸びはドーピングの影響が殆どなかったためであると思われる。しかし殆どのランニング種目で女子の男子に比べる達成率は9割以下（秒速で比較すると100m が88%, 200m が85.8%, 400m が86.45%, 800m が88.18%, 1500m が87.68%, マラソは90.66%となる）であり、追いつくのには程遠いのが現状である。このようにニコルソンの図そのものがおかしいだけでなく、その主張の根拠は甚だあやしいものである。
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